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品種である。この品種は八重咲きの雄花が主体で雌花の

着生が少なく、稔性については確認されていない。した

がって、この品種を元に新たな品種を育成するには、突

然変異に期待するほかない。幸い、同じ繁殖様式と同じ

ような開花性状を持ち、ベゴニア類の鉢花として主要な

種類であるエラチオール・ベゴニアには花色及び花型に

多くのバリエーションがあるが、これらの新品種も変異

株の利用により育成されている。

３か年にわたり、イオンビーム照射とその後に組織培

養を行って「コーラルファンタジー」の改良品種の作出

に取り組んだ結果、第２表及び第３表に示す形質を持っ

た「イオンビーム変異系統」を１系統作出した。供試し

たいずれの系統も生育に大きな差はみられず、原品種

「コーラルファンタジー｣の花色変異体と判断できた(第

２表)。また、「コーラルファンタジー」の花色は日本園

芸植物標準色票番号で花弁の表面･裏面とも0405（濃桃）

である。予備的な調査で、この赤色素のアグリコンはシ

アニジンで、配糖体がその主な成分になっていると推察

される。しかるに「イオンビーム変異系統」は赤い色素

がほとんど存在せず、表面色は花弁の表面・裏面とも

2503（淡黄）であった。この黄色色素の成分はフラボノ

イドであり、「コーラルファンタジー」にも存在すること

を確認している。つまり、この変異体にもフラボノイド

が生成されていることから、アントシアニン合成経路の

前駆体であるカルコンを合成する酵素（CHS）は生合成さ

れており、最終段階のアントシアニジン合成酵素（ANS）

か、その直前のジヒドロフラボノール4-還元酵素(DFR）

に変異が生じ、生合成経路が遮断されたものと推察され

る。

エラチオール・ベゴニアは、通常の挿し芽繁殖におい

ても、数万個体中１個体程度の変異が生じるといわれて

おり、注意深く観察することで変異個体を見つけ出すこ

とは可能である。本試験の結果から、順化個体2,417株

からｌ株の変異体が独得されたが、0.1％に満たない変

異誘導率であったことから、決して高いものとはいえな

い。したがって、ベゴニアへのイオンビーム照射の方法

については、さらに改善する余地がある。今後、どの生

育ステージの材料を用いるのが最適か、照射後の育成途

中で枯死してしまう個体をいかに救えるか等について再

検討し、さらに改良を加えることが必要であろう。

今回、選抜した「イオンビーム変異系統」は類似花色

品種の「クリーミーファンタジー」と比較し、生育及び

花色に差はなかったが、商品性を大きく左右する重要な

ポイントである花径の大きさ及び花弁数でやや劣る結果

となり、種苗登録するには至らなかった。

なお、この「イオンビーム変異系統」は、今後、イオ
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ンビーム照射由来の変異体の解析材料や新たな変異体誘

導の母本として活用することを考えたい。

Ｖ摘要

1998年～2004年に理化学研究所の理研加速器研究施設

において、各種のベゴニア類に各種のイオンビームを照

射し、適正線量を調査するとともに有用変異個体の選抜

を行った。

１．ベゴニア類の生育に及ぼすイオンビーム照射の影響

ベゴニアの種子に対してイオン種及び線量の影響を検

討した結果、適正線量は吸水種子へのネオンイオン及び

窒素イオン照射で５～lOGy、乾燥種子へのネオンイオン

照射で10～20Gyと推定された。

放射線照射に感受性が高く、葉片組織を標的材料とす

ることが困難なベゴニア類の場合、挿し穂を材料とし組

織培養を併用することにより、効果的な照射処理が可能

となった。「コーラルファンタジー」の挿し穂照射で、炭

素イオン照射の適正線量は５～lOGyと推定された。

２．イオンビーム照射による有用変異個体の作出

「B､"Ｃａｍα/α×B・ｂｏﾉﾉwemjs｣への窒素イオン照射株か

ら、２変異系統を選抜し、色彩色差計により花色の変化

を確認した。「コーラルファンタジー｣の挿し穂照射と組

織培養の併用により、2,417株の育成個体を鉢上げした。

このうち、炭素イオンlOGy照射で花色のみ黄色に変異し

た１個体を獲得した。
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写真１照射原品種「コーラルファンタジー’

写典２選抜した「イオンビーム変異系統

8３



千葉県農業総合研究センター研究報告第６号（2007）

MutationlnductionbylonBeamlrradiationinBegonia

＊

YをlsuyukilTo,EiichiSEKI,KazuoOHKosHI,ManabuWAmNABE，HiroyukiSAITo，

YbrikoHAYAsHI＊ａｎｄＴｂｍｏｋｏＡＢＥ＊

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Begonia,Ｉｏｎｂｅａｍ,Mutationbreeding,CoralFantasy;Flowercolorvariation

Sｕｍｍｑｒｙ

Inmutationbreedingofbegonia，wewereinvestigatedtherelativebiologicaleffbctivenessbyion

beamirradiationwithRIKENAcceleratorResearchFacilityぅandthencouldbeproducedsomeusefUl

mutants、

１．Theeffbctsofionbeamirradiationtothegrowthofbegonia・

Ｗｅｈａｖｅｂｅｅｎｅｘａｍｉｎｅｄｔｈｅｅｆｆectsofirradiationtobegoniawithseveralkindsofionbeamand

dose・Ｔｈｅｏｐｔｉｍｕｍｄｏｓｅｔｏｗｅｔｓｅｅｄｓｏｆｂｅｇｏniawereestimatedat5-10Gyｳbyeachrelativesur‐

vivalrateafterirradiationofNeaｎｄＮｉｏｎｂｅａｍ・While,ｔｈａｔｏｆｄｏｓｅｔｏｄｒｙｓｅｅｄｓｗｅｒｅｅｓｔｉｍａｔｅｄ

ａｔｌＯ－２０ＧｙｏｎＮｅｉｏｎｂｅａｍ・

Bycombinedmethodofirradiationwithinvitroculture,thecuttingcouldbeappropriatedtarget

materialsinbegonia,insteadofthesegmentsofleafwhichcausedgreatdamaged・Theoptimum

doseofCionbeamirradiationtocuttingofbegonianewvaraiety‘CoralFantasywasestimated

at5-10Ｇｙ６

２・Themutantofregeneratedfromexplantsirradiatedionbeam．

’IWomutantswhichregeneratedfromcuttingof‘B,ｊ"Ｃａｍα′α×Ｂ,６o"ｗｅ"sjs，irradiatedofNeand

Cionbeam,wereevaluatedthevarlousofflowercolorbycolorimeter、

Consequently§２，４１７regeneratedplantswereestablishedinpots,bycombinedmethodofirradia‐

tionwithinvitrocultureon℃oralFantasy､Amutantwhichonlyflowercolorchangedwith

redtoyellow,wasselectedfromthoseofCionbeamirradiatedatlOGyも

*NishinaCenterfbrAcceleratorBasedScience

AcceleratorApplicationsResearchDivisionRadiationBiolｏｇｙＴｂａｍ
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